
事業基盤
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

従
業
員
の
満
足
度
向
上
に

会
員
の
組
織
強
化
を
支
援

人
財
育
成

組
織
強
化

ア
カ
デ
ミ
ー
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

経
営
人
財
育
成
か
ら
実
務
教
育
ま
で

会
員
メ
リ
ッ
ト
最
大
化
を

（２１） 第３２２３号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）６月３日（月曜日）

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス

ＪＴＢ旅ホ連共済のＡ３ポスター

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
（
理

事
長
＝
宮
﨑
光
彦
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
会
長
）
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
会
員
で
あ
る
各
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
経
営
者
か
ら
の

「
宿
泊
業
に
携
わ
る
従
業
員

の
福
利
厚
生
の
た
め
に
、
独

自
の
制
度
が
必
要
だ
」
と
い

う
声
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

１
９
８
７
年
に
設
立
さ
れ

た
。

年
目
を
迎
え
る
２
０

２
４
年
現
在
、
加
入
会
員
施

設
は
約
１
４
８
０
軒
、
加
入

員
数
は
約
２
万
２
千
人
と
な

り
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

災
害
補
償
な
ど
の
給
付
要
件

を
拡
大
す
る
な
ど
、
今
も
内

容
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

給
付
部
門
と
保
険
部
門
を

組
み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク
な

制
度
と
な
っ
て
お
り
、
会
員

施
設
の
従
業
員
で
あ
れ
ば
、

パ
ー
ト
社
員
や
外
国
人
で
も

加
入
で
き
る
。
加
入
費
の
支

払
い
は
、
施
設
で
の
一
括
負

担
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
負
担

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
「
お
手
軽
プ
ラ
ン
」

（
年
間
３
６
０
０
円
）
と
、

補
償
が
手
厚
い
「
充
実
プ
ラ

ン
」
（
年
間
８
４
０
０
円
）

の
２
タ
イ
プ
か
ら
選
択
で

き
、
保
険
部
門
を
例
に
と
る

と
、
お
手
軽
プ
ラ
ン
は
業
務

中
の
事
故
に
限
ら
れ
る
一
方

で
、
充
実
プ
ラ
ン
は
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
も
対
象
に
な

る
な
ど
、
加
入
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
設
定
と
な
っ
て

い
る
。


年
度
の
同
共
済
の

総
給
付
額
は
約
４
４
０

０
万
円
で
、
若
い
世
代

に
は
「
結
婚
・
出
産
祝

金
」
、
そ
の
子
ど
も
の

「
入
学
祝
金
」
、
働
き

盛
り
の
中
高
年
に
は

「
療
養
・
入
院
見
舞
金
」
、

長
ら
く
施
設
を
支
え
て
い
る

人
に
は「
古
希
祝
金
」な
ど
、

人
生
そ
れ
ぞ
れ
の
節
目
に
給

付
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

会
員
の
中
に
は
、
採
用
情

報
に
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済

加
盟
」
と
明
記
し
て
人
材
確

保
を
進
め
て
い
る
施
設
も
あ

り
、
会
員
自
体
の
組
織
強
化

に
役
立
て
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
な
ら
で
は
の

価
値
を
経
営
に
最
大
限
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
加
入
員
数
の
増
員
に

よ
る
制
度
自
体
の
安
定
的
な

運
営
を
図
っ
て
お
り
、
福
利

厚
生
制
度
の
拡
充
を
通
じ
て

従
業
員
の
満
足
度
（
Ｅ
Ｓ
）

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
、
宿

泊
客
の
満
足
度
（
Ｃ
Ｓ
）
向

上
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
側
面
か
ら
の
会
員
支
援

を
継
続
し
て
い
る
。

年度サービス最優秀旅館、ホテルニ
ューアワジでの研修の館内施設見学

●
旅
館
経
営
人
財
育
成
ア

カ
デ
ミ
ー

旅
館
経
営
人
財
育
成
ア
カ

デ
ミ
ー
で
は
「
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
お
け
る
経
営
人
財
の
育

成
と
学
び
の
機
会
創
出
に
よ

る
会
員
の
人
財
力
強
化
」
を

目
的
と
し
て

年
度
事
業
計

画
を
立
案
し
た
。

会
員
宿
泊
施
設
で
は
人
手

不
足
、
収
益
性
・
労
働
生
産

性
の
向
上
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
対
応
、
Ｗ
ｅ
ｂ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
活
用
、
危

機
管
理
対
応
な
ど
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
そ
こ
で

年

度
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決

に
資
す
る
経
営
人
財
育
成
か

ら
実
務
教
育
ま
で
の
幅
広
い

研
修
を
実
施
す
る
。

経
営
人
財
育
成
に
関
し
て

は
、
立
教
大
学
や
明
海
大
学

な
ど
が
主
催
す
る
経
営
者
向

け
講
座
や
、
外
部
セ
ミ
ナ
ー

と
提
携
。
旅
ホ
連
で
は
会
員

が
こ
れ
ら
の
講
座
や
セ
ミ
ナ

ー
を
受
講
す
る
場
合
に
受
講

料
の
全
額
、
ま
た
は
半
額
の

補
助
を
行
う
。

階
層
別
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

修
は
、「
若
手
社
員
研
修
」
と

「『
人
を
動
か
す
』
幹
部
を
育

て
る
研
修
」「
組
織
活
性
化
研

修
」「
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
」
を

実
施
。
講
師
は
い
ず
れ
も
パ

ワ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
・
ア
ン
ド

・
ト
ラ
ス
ト
代
表
取
締
役
の

安
達
太
氏
が
務
め
る
。
同
氏

に
よ
る
研
修
は
、
受
講
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
「
た
い
へ
ん

良
か
っ
た
」
「
良
か
っ
た
」

が
１
０
０
％
。
旅
ホ
連
会
員

だ
け
で
な
く
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員

か
ら
も
好
評
だ
。

開
催
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

５
月

日
の
千
葉
支
部
を
皮

切
り
に
、
６
月

日
長
崎
支

部
、
同

日
に
熊
本
支
部
、

同

、

日
に
長
野
支
部
。


年
度
は
前
年
度
を
上
回
る


都
市
、

回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
別
研
修
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
も
連
携
し

「
経
営
基
盤
強
化
（
労
働
生

産
性
向
上
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
、Ｄ
Ｘ
な
ど
）」

「
新
た
な
観
光
領
域
（
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
な

ど
）
」
「
人
財
力
ア
ッ
プ

（
お
も
て
な
し
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
な
ど
）」「
他
館
の
魅
力
、

付
加
価
値
を
知
る
（
表
彰
施

設
な
ど
）
」
の
テ
ー
マ
を
中

心
に
設
定
す
る
。
「
お
も
て

な
し
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
で
講
師
を
務
め
る
、
フ

ェ
イ
ス
ア
ッ
プ
代
表
取
締
役

の
飯
野
智
子
氏
の
講
義
は
、

自
ら
の
現
場
経
験
を
生
か
し

た
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
内

容
で
旅
ホ
連
会
員
の
フ
ァ
ン

も
多
い
。


年
度
は
、他
館
の
魅
力
、

付
加
価
値
を
知
る
研
修
を
今

年
１
月
に
、

年
度
の
Ｊ
Ｔ

Ｂ「
サ
ー
ビ
ス
最
優
秀
旅
館
」

を
受
賞
し
た
兵
庫
県
・
洲
本

温
泉
の「
淡
路
島
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
ア
ワ
ジ
」
で
開
催
。
女

将
の
木
下
圭
子
さ
ん
か
ら
学

ぶ
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ

の
お
も
て
な
し
」
セ
ミ
ナ
ー

の
後
に
は
館
内
施
設
見
学
や

懇
親
会
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

実
務
系
研
修
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
学
習
が

基
本
。
旅
ホ
連
ネ
ッ
ト
「
や

ど
こ
む
」
に
経
営
基
盤
、
財

務
、
営
業
戦
略
、
Ｃ
Ｓ
な
ど

を
学
べ
る
動
画
を
掲
載
す
る

ほ
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

す
る
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
は

今
年
度
か
ら
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

受
け
放
題
サ
ー
ビ
ス
「
ま
な

び
プ
レ
ミ
ア
ム
」を
導
入
し
、

３
０
０
タ
イ
ト
ル
以
上
の
講

座
を

時
間
受
講
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
の
研
修
で
は
、

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
テ
ー
マ
を
強
化
し
て

い
る
。
今
年
３
月
に
は
「
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

学
ぶ

京
都
」研
修
を
実
施
。

参
加
者
は
、

年

月
に
国

連
世
界
観
光
機
関
の
「
ベ
ス

ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
」

に
選
定
さ
れ
た
京
都
府
南
丹

市
美
山
を
訪
れ
、
宿
泊
施
設

な
ど
が
実
践
す
る
雇
用
創
出

や
都
市
と
農
村
の
交
流
な
ど

伝
統
的
な
暮
ら
し
か
ら
持
続

可
能
性
を
学
び
と
っ
た
。

●
日
本
の
宿

お
も
て
な

し
検
定

日
本
旅
館
の
接
遇
に
関
す

る
業
界
資
格
・
検
定
制
度

「
日
本
の
宿

お
も
て
な
し

検
定
」
は
、
宿
泊
客
と
応
対

す
る
旅
館
ス
タ
ッ
フ
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
向
上
と
継
続

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
目
的
と
す
る
も
の
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
が
主
導
し
て

制
度
を
立
ち
上
げ
た
。

検
定
は
３
段
階
の
設
定
。

３
級
（
基
礎
）
は
「
基
本
中

の
基
本
と
も
い
う
べ
き
レ
ベ

ル
、
２
級
（
応
用
）
は
「
お

客
さ
ま
の
ご
満
足
と
明
確
な

プ
ラ
ス
評
価
を
い
た
だ
け
る

レ
ベ
ル
」
、
１
級
（
指
導
）

は
「
お
も
て
な
し
の
知
識
・

実
務
能
力
を
発
揮
し
、
後
輩

を
指
導
、
育
成
で
き
る
レ
ベ

ル
」
と
し
て
い
る
。


年
度
の
受
験
人
数
は
第


回
３
級
が
前
年
度
比
２
・

８
％
増
の
２
２
０
６
人
、
第


回
２
級
が
同
５
・
９
％
減

の
６
９
９
人
。
「
宿
泊
業
に

お
け
る
従
業
員
の
減
少
に
よ

り
、
受
験
者
数
の
さ
ら
な
る

減
少
が
想
定
さ
れ
た
が
、
社

員
の
定
着
化
に
向
け
た
育
成

素
材
と
し
て
あ
ら
た
め
て
活

用
さ
れ
た
こ
と
、
ホ
テ
ル
・

外
国
人
従
業
員
に
よ
る
受
験

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
３
級
、
２
級
受
験
で
は

前
年
度
と
同
水
準
の
約
３
１

０
０
人
の
申
込
数
を
維
持
し

た
」
と
同
検
定
事
務
局
。

第
７
回
１
級
試
験
で
は
、

５
人
が
受
験
し
、
３
人
が
合

格
。
こ
れ
に
よ
り
、
観
光
業

に
お
い
て
「
接
遇
の
プ
ロ
」

と
認
定
さ
れ
た
１
級
合
格
者

が
延
べ

人
（
旧
上
級
合
格

者
含
む
）
誕
生
し
て
い
る
。


年
度
の
第

回
３
級
試

験
、
第

回
２
級
試
験
は
９

月

～

日
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
実
施
さ
れ
る
。
旅

ホ
連
で
は
会
員
に
対
し
て
受

験
料
の
補
助
を
引
き
続
き
行

っ
て
い
る
。

●
外
部
検
定
・
セ
ミ
ナ
ー

の
活
用

旅
ホ
連
で
は
、
日
本
ホ
テ

ル
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
和
食
検
定
」
「
ホ
テ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
実
務
検
定
試
験
」
と

日
本
宿
泊
産
業
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
技
能
協
会
主
催
の
「
ホ
テ

ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
能
検

定
」
の
受
験
を
奨
励
し
て
い

る
。会
員
限
定
特
典
と
し
て
、

受
験
料
や
テ
キ
ス
ト
代
の
補

助
を
継
続
し
て
行
う
。

和
食
検
定
は
、
和
食
文
化

の
正
し
い
理
解
と
継
承
や
も

て
な
し
レ
ベ
ル
の
向
上
を
目

的
と
し
た
検
定
試
験
だ
。
試

験
は
初
級
レ
ベ
ル
、
基
本
レ

ベ
ル
、
実
務
レ
ベ
ル
の
３
段

階
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
検

定
試
験
は
、
ホ
テ
ル
の
実
務

知
識
の
体
系
的
理
解
度
を
測

る
評
価
基
準
と
な
る
も
の
。

試
験
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
レ
ベ
ル

２
級
・
１
級
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
レ
ベ
ル
の
３
種
類
。

ホ
テ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

技
能
検
定
は
、
ホ
テ
ル
・
旅

館
業
界
で
初
め
て
の
国
家
技

能
検
定
試
験
制
度
。
同
検
定

も
旅
ホ
連
会
員
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
実
技
試
験
受
験
料
や
参

考
書
代
金
を
補
助
し
て
い

る
。●

連
合
会
・
支
部
主
催
の

研
修
、
セ
ミ
ナ
ー


年
度
は
次
の
四
つ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
追
加
し
た
。

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
～
地
域
・
宿
泊
施
設
ご

と
の
協
働
と
は
～
」
セ
ミ
ナ

ー
は
、

年
６
月
に
策
定
さ

れ
た
日
本
版
持
続
可
能
な
観

光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
地
域
や

参
加
宿
泊
施
設
に
即
し
た
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
に
つ
な
げ
る
内
容
。

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー

今
か
ら
１
０
０
年
後

に
生
き
残
る
ブ
ラ
ン
ド
を
考

え
る
」
で
は
、
宿
泊
増
売
の

み
な
ら
ず
、
人
財
確
保
も
視

野
に
入
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
の
資

産
価
値
最
大
化
に
向
け
て
、

「
ブ
ラ
ン
ド
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
（
便
益
性
）
」
に
焦
点
を

当
て
、
成
功
事
例
を
分
析
し

な
が
ら
ブ
ラ
ン
ド
の
重
要
性

を
考
え
る
。

非
常
時
の
備
え
を
よ
り
一

層
確
実
な
も
の
に
す
る
た
め

の
セ
ミ
ナ
ー
が
「
宿
泊
施
設

危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」
。
自

施
設
の
災
害
・
危
機
リ
ス
ク

と
、
宿
泊
客
、
事
業
へ
の
影

響
を
再
確
認
す
る
こ
と
な
ど

を
狙
い
と
し
て
い
る
。

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
セ
ミ
ナ

ー

～
誰
も
が
安
心
し
て
旅

行
が
で
き
る
環
境
整
備
と
サ

ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
～
」は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
の
背
景
と
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
、
障
害
者
差
別
解

消
法
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
解
説

し
て
い
く
。

組
織
強
化
策
と
し
て
は
、

会
員
メ
リ
ッ
ト
の
最
大
化
に

向
け
た
活
動
の
推
進
と
情
報

共
有
の
徹
底
に
取
り
組
む
。

特
に
「
人
手
不
足
対
策
へ
の

支
援
」
と
「
危
機
管
理
」
を

重
要
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

●
人
手
不
足
対
策

会
員
宿
泊
施
設
の
多
く
で

は
、
慢
性
的
な
人
手
不
足
に

陥
っ
て
い
る
が
、
人
財
に
関

す
る
考
え
方
や
人
手
不
足
対

策
へ
の
取
り
組
み
度
合
い
は

地
域
、
宿
泊
施
設
ご
と
に
異

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

そ
こ
で
旅
ホ
連
で
は
、


年
度
に
「
人
財
・
組
織
強
化

委
員
会
」
で
人
財
確
保
の
手

法
、
各
地
域
の
状
況
や
情
報

を
共
有
し
た
う
え
で
、
そ
の

対
策
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
連

携
し
た
「
人
手
不
足
解
消
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
立
ち
上
げ
、

人
手
不
足
に
関
す
る
啓
蒙
と

具
体
的
な
人
材
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
実
施
。ま
た
、

短
時
間
バ
イ
ト
・
マ
ッ
チ
ン

グ
会
社
「
タ
イ
ミ
ー
」
と
提

携
し
て
、
利
用
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
ス
タ
ー
ト
。
専
門

学
校
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆

ホ
テ
ル
カ
レ
ッ
ジ
」
で
学
生

に
対
す
る
就
職
説
明
会
も
開

催
し
た
。


年
度
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
と
の
連
携
を
強
化
し
、

会
員
の
人
財
課
題
の
解
決
に

向
け
た
教
育
支
援
と
採
用
支

援
を
行
っ
て
い
く
。
具
体
的

に
は
外
国
人
雇
用
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業
の
外

国
人
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
や
Ｊ

＆
Ｊ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
活

用
す
る
。
障
害
者
雇
用
で
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
か

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
外
企
業

と
連
携
し
た
取
り
組
み
で

は
、
手
伝
い
を
し
な
が
ら
旅

を
し
た
い
人
向
け
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
運
営
す
る
「
お
て
つ

た
び
」
と
連
携
し
、
短
期
間

雇
用
を
支
援
。
短
時
間
雇
用

の
支
援
に
関
し
て
は
、
タ
イ

ミ
ー
と
連
携
し
て
取
り
組

む
。学

校
機
関
で
の
就
職
説
明

会
に
つ
い
て
は
、
大
学
、
専

門
学
校
の
情
報
を
支
部
連
合

会
と
共
有
し
、
そ
の
開
催
に

向
け
て
フ
ォ
ロ
ー
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
す
る
の
は
、
観
光
系

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
る
大

学
、
専
門
学
校
や
外
国
人
学

生
が
在
籍
し
て
い
る
専
門
学

校
、
調
理
専
門
学
校
な
ど
。

●
危
機
管
理


年
は
元
日
に
能
登
半
島

地
震
が
起
き
た
が
、
こ
う
し

た
災
害
、
危
機
が
発
生
し
た

時
、宿
泊
客
の
安
全
確
保
と
、

自
館
の
事
業
を
継
続
し
、
従

業
員
の
雇
用
や
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
の
経
営
を
守
る
こ
と
は

経
営
者
の
責
務
だ
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
ホ
連
で
は
、
大
災
害
や
日

常
起
こ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
的
確

に
対
応
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド

「
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
（
現
場
対
応
編
、
経
営
者

編
）
」
と
、
災
害
後
の
復
興

を
迅
速
、
確
実
に
行
う
た
め

の
「
災
害
復
興
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
を

年
に
作
成
。
各
種

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
更
新
し
、
や

ど
こ
む
に
掲
載
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
類

を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
今
後
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
や
危
機
へ
の

備
え
を
よ
り
万
全
な
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

●
旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

組
織
強
化
な
ど
を
目
的
と

し
た
情
報
共
有
の
手
段
と
し

て
は
、会
員
誌「
旅
ホ
連
ニ
ュ

ー
ス
」
と
会
員
専
用
サ
イ
ト

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
ネ
ッ
ト
や

ど
こ
む
」
、
会
員
用
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン「
旅
ホ
連
だ
よ
り
」

の
三
つ
を
軸
と
し
て
い
る
。

旅
ホ
連
ニ
ュ
ー
ス
で
は
近

年
、「
外
国
人
雇
用
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
企
画
を
展
開
。


年

月
号
で
は
「
外
国
人
ス

タ
ッ
フ
が
語
る
日
本
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
で
働
く
意
義
」
座

談
会
を
掲
載
し
、
単
に
人
手

不
足
の
解
消
だ
け
で
な
く
、

宿
泊
施
設
の
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
る
外
国
人
ス
タ
ッ
フ

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

ま
た
、

年
度
は
４
月
号

か
ら
「
世
界
を
つ
な
ぐ
お
も

て
な
し
」
企
画
の
掲
載
を
開

始
。
宿
泊
施
設
の
現
場
で
活

躍
し
て
い
る
外
国
人
の
コ
メ

ン
ト
を
紹
介
し
て
い
る
。

や
ど
こ
む
に
は
、
人
手
不

足
対
策
に
関
す
る
観
光
庁
や

会
員
の
取
り
組
み
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
。

日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
で
は
、
宿
泊
施
設
と

旅
行
会
社
の
業
務
一
元
化
を

目
的
と
し
、
災
害
情
報
共
有

機
能
な
ど
を
備
え
た
「
観
光

産
業
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
の
本
格
運
用
を
昨
年


月
か
ら
開
始
。旅
ホ
連
で
は
、

旅
ホ
連
だ
よ
り
で
同
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
登
録
を
会

員
へ
呼
び
掛
け
て
い
る
。




